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30 Hokoku-ji Temple Muromachi Period Ehime Pref. Saijyo City Nakano Koh1681 Tel：0897-56-3357 

 

この寺の創建は奈良時代にさかのぼり、1312 年には足利尊氏により官寺となる。往時はかなりの規模の寺であったらしく、

相当広大な庭園があったのではないか。現在の庭園は滝と亀島が残っているので十分に観賞できる。先ず全体構成である

が湾のような形をした奥に、蓬莱山と枯滝がある。そこへ向かって湾の幅一杯の亀島が突進している。今にも陸地の蓬莱山

に駆け上らんばかりである。鶴島があったなら何処にあったのであろうかとか、亀島はなぜお尻を鑑賞者側に向けているの

だろうか、とかを想像するのも面白い。鶴亀蓬莱の庭である。 

この林立する石柱群は何と快いことか。すり鉢状の地形を利用した石柱群の見事さには感嘆する。この造形を際立

たせているのは鋭利な刃物のような横石である。 

 重森はこの庭を四国随一の庭であることを褒めたたえているが、重森も相当に影響を受けたと思われる。 

書院から見た景色  出島、亀島、蓬莱山、奥の護岸の立石が重なっているが、視点が動くと造形が変化する 

 

保国寺三尊枯滝を横から見た景 

室町時代の中期になると、石組みが全庭に隈なく布石されるようになる。枯滝や亀島以外の周辺部にも立石があり、大きな空間が

構成されている。枯滝は V 字型をした山畔のすり鉢状の地形に組まれている。 
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龍門瀑 

正面の滝の左側に副滝がある 
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枯滝石組は立石がほとんどであるが、二石の横石が造形を引き締めている。画面右下の横石は鯉魚石であろう。 

 


